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学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 

 

学校名 相模原城山高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 

全日制の課程・ 

3年学年制/1・2年単位制 

普通科 

 

1  学校のミッション 

 

〇全日制の課程単位制普通科を設置する高校として、生徒の特性や地域・学校等の実情を踏

まえ、年次ごとに共通に学ぶ科目を設けつつも、多様な選択科目から生徒が選択履修する

ことができる単位制の利点を生かしながら、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標の実現

に応えるよう、学力の育成、豊かな人間性や社会性の涵養、社会的・職業的な自立等をめ

ざした教育課程を適切に編成する。 

〇様々な個性を相互に尊重し、よりよい人間関係の構築と自立を目指した指導、支援の充実

を図るとともに、部活動やボランティア活動を通して主体性と協調性を育み、社会に貢献

できる人材の育成を目指した教育活動に取り組む。 

〇これからの時代に求められる情報活用能力、自ら課題を発見し解決する能力、論理的思考

力の育成に向けて、協働的な学びの機会を多く設定するとともに、主体的・対話的で深い

学びの実現をめざした不断の授業改善の実施等、教育活動の充実に取り組む。 

 

 
2 学校教育目標 

 

<教育目標> 

心身ともに健康で豊かな情操と高い教養を身につけ、社会の有為な形成者として必要な資

質を持つ人物の育成 

<身につけさせたい資質・能力> 

 〇自分の良さや可能性を見出し、物事に積極的にチャレンジする力 

 〇社会に貢献できるための課題発見・解決能力と論理的思考力 

 〇これからの時代に求められる情報活用能力 

 〇他者と協働する力、互いに学び高め合う力 

 

 

3 計画策定時点での課題 

 

〇単位制の利点を生かせる教育課程の研究推進と指定校事業(ＩＣＴ利活用＋プログラミン

グ教育)を活用した授業改善 

〇安心・安全な学校づくりをめざし、部活動・学校行事等の活性化と組織的な教育相談体制

の充実 

〇多様な進路目標に対する支援の充実と積極的なインターンシップの活用や丁寧な面談指導 

〇地域に根ざした学校づくりのため、地域の教育力を積極的に取り入れ、近隣の中学校との

交流や連携大学等との事業推進 

〇学校運営協議会とともに新たな学校づくりに取り組み、継承すべき事業と新規事業の融合 



４ ４年間の目標と主な方策 
 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒の学習意欲を高めるた
め、組織的な授業改善の充
実に取り組む。単位制の利
点を生かせる教育課程を実
践する。 

 
②Ⅲ期「ICT利活用」「プログ
ラミング教育」の研究推進
校として、研究と実践を深
める。 

①指定校事業を活用し組織的な
授業改善に取り組む。授業で
は、調べ学習や発表の機会を
多く設け、ICTの効果的な活
用方法を研究し、情報共有を
行う。 

②全ての科目でプログラミング
的な思考を意識した授業展開
を行う。公開研究授業を行
う。 

２ 
(幼児・児童･) 

生徒指導・支援 

①学校行事や部活動の活性化
を通して、生徒の主体性と
協調性を育み、社会性の涵
養を図る。 

 
 
 
②生徒一人ひとりに対するき
め細かな支援と規律正しい
学校生活への指導の充実を
図る。 

①学校行事では、生徒主体の活
動を実践し、新しい工夫を取
り入れる。また、部活動への
積極的な参加と入部を促す。
交通安全教育を強化し、スケ
アードストレイトを実施す
る。 

②様々な場面で生徒情報を共有
し、SC・SSWと連携しながら
適時にケース会議を実施す
る。相談窓口を広げ周知す
る。学校生活アンケートを実
施する。 

３ 進路指導・支援 

①進路希望の実現に向けて、
生徒一人ひとりが主体的に
目標を設定し、計画的に実
行できる指導・支援の推進
を図る。 

②生徒の多様な進路実現に向
けて、有益かつ早く正確な
情報提供を行う。 

 

①年次進行に合わせて、計画的
で効果的なガイダンスを実施
する。三者面談を活用し、
個々の進路に応じた、きめ細
かい進路指導を行う。 

②「総合的な探究の時間」の進
路探究活動、校外での体験や
外部テストの活用の充実を図
る。また、生徒の進路選択に
正確で有益な情報提供を行
う。 

４ 地域等との協働 

①地域との交流や協働を深
め、地域に信頼され開かれ
た学校づくりを推進する。 

 
②外部（近隣小中学校・大
学・専門学校等）との連携
や協働を強化し、地域の教
育力を積極的に取り入れ
る。 

①本校の教育活動の情報をホー
ムページや広報誌等で、地域
や保護者に積極的に発信す
る。 

②外部との連携や協働に、多く
の生徒が積極的に参加できる
よう工夫し、地域の教育力を
活用する。 

 

５ 
学校管理 

学校運営 

①生徒の安全・安心な学校生
活を維持するため、すべて
の職員が様々な変化に速や
かに対応し、積極的に課題
に取り組む組織を構築す
る。 

②風通しの良い職場環境を心
掛け、事故・不祥事防止に
努める。また、学校運営協
議会を活用することで、組
織的な課題解決力の向上を
図る。 

①グループや職員間の連携と協
働を意識し、連絡や相互の声
掛けを大切にすることで、相
談しやすい職場環境を整え
る。 

 
②効果的な研修を実施し、教職
員一人ひとりが、自身の問題
として考えられるよう工夫す
ることで事故・不祥事防止に
努める。 

 


